
　懸賞キャンペーンなどでQRコードを読

み込み、アンケートに回答してもらうこと

でデータを収集、消費者属性を分析する

手法が広く使われている。特に食品や医

薬品、化粧品分野を筆頭にラベルに対す

る品質の要求は年々高まっている。そこ

で、ヨネヤマシール印刷も2008年に個別

情報を印字できるラベル印刷機を独自に

開発。キャンペーンで使われる可変情報

ラベルの印刷が可能となった。ただし、一

枚一枚内容が異なる可変情報ラベルは、

印刷内容を検査する手段がなく、一部を

サンプリング検査するしかなかった。しか

し、クライアントからはラベルの品質保証

のために全量検査を求める声も強かっ

た。今後も可変情報ラベルの活用ニーズ

が拡大する中で検査体制の刷新が急務と

されていた。

　通常のラベルを検査する場合は、印刷の

元データを見本としてカメラですべてのラ

ベルを照合し、エラーをチェックしていた。

しかし可変情報ラベルの場合はすべての

ラベルの印刷内容が異なるため、チェック

用の元データもラベルの数だけ用意し現

物と照合する必要がある。これまではその

データ処理を行うことは不可能だったが、

2014年になるとカメラやパソコン性能の

進化とともに可変情報検査のデータ処理

が実用段階になってきた。そこでヨネヤマ

シール印刷は検査カメラメーカーと共に、

テストを繰り返し実現可能性を検証。もの

づくり補助金を活用して、検査装置とシス

テムを導入した。可変情報ラベルの検査の

ためには、検査対象ごとに照合データをプ

ログラミングする必要があり、スタッフがそ

の操作を習得するのに苦労したものの、業

界に先駆けて可変情報ラベルの全量検査

体制を整えることが出来た。

技術力と総合力で
シール印刷のワンストップ

キャンペーンで使用するラベルの
検査体制を整えたい

　今後は印刷物をつくるだけではなく、集

めたデータをもとに顧客に提案まで行いた

いと考えている。消費者がQRコードを読み

込み、住所や氏名などを入力して応募する

と、サーバーに情報が入ってくる仕組みだ。

こうして集めた情報をもとに懸賞品の発送

などを行うが、プロモーションの仕方や

データの活用方法の提案など広告代理店

の役割も果たしていきたいと考える。

　新規顧客獲得の機会である展示会では、

可変情報を扱うラベルとキャンペーン施策

への反応が良い。ベースは製造業なので製

造工程は怠らず、データを活用した新たな

顧客開拓にも取り組んでいく。

データを活用し、
販路開拓まで提案できる会社に

message

可変情報ラベルの
全数検査が可能に！

印刷業界全体として、ITと絡めたサービスに踏み込んでいかないといけ

ない状況になりつつある。当社としても、その波に乗り遅れることな

く、データの活用に力を注いでいきたいです。
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　1973年にシール印刷というニッチ市場

で創業。食品や医療、化粧品などのラベル

シールを手掛けてきた。化粧品メーカー

からの厳しい色味への要求や、複雑な

シールラベルの加工などにワンストップ

で応え続けたことでノウハウを蓄積。現在

の顧客の７割は首都圏で、メーカーから

広告代理店まで幅広く請け負っている。近

年、特に力を入れている分野は、バーコー

ドやQRコードなどの可変情報ラベルの印

刷。可変情報ラベルはキャンペーンの増

加で需要は高まっているが、中小ロットで

受注できる印刷業者は少ないことから、受

注が増えている。
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増加するキャンペーン需要に適応するため、
可変情報ラベルの全数検査を可能に4
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